
          

 

令和５年度 第３回 印西市公民館運営審議会 会議録 

 

１．開催日時  令和６年３月２１日（木） 

         午後２時００分～午後３時３０分まで 

２．開催場所  印西市立中央公民館 ４階 視聴覚室 

３．出席委員  １５名 

門脇委員、泉水委員、佃委員、油原委員、嘉藤委員、富井委員、松山委員、 

矢野委員、畑中委員、長尾委員、美馬委員、常光委員、中嶋委員、 

白井委員、小泉委員 

４．欠席委員  １名 豊田委員 

５．事 務 局   浅山中央公民館長、石井小林公民館長、富田そうふけ公民館長、土井印旛公民館長、 

内藤本埜公民館長、木村中央駅前地域交流館長、糸賀中央公民館主査、 

石鍋中央公民館主査補 

６．傍 聴 人  ０名（定員５名） 

７．議  事  （１）報告事項 

令和５年度公民館等事業実施状況について 

（２）審議事項 

  令和６年度公民館等事業計画（案）について 

（３）その他 

８．会 議 録  （要点筆記） 
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本日は公私ご多忙のところ、お集まりいただき誠にありがとうございます。 

会議に先立ちまして、初めに会議資料の確認をさせていただきます。事前に送付させ

ていただきました会議資料でございますが、１点目「会議次第」、２点目「報告事項 令

和５年度公民館等事業報告について」、３点目「審議事項 令和６年度公民館等事業計

画（案）について」となっております。このほか、本日配布いたしました資料が３点ご

ざいます。このほか、本日、２７ページ２８ページの両面刷りの資料を１枚、配布して

おります。大変申し訳ありませんが、令和６年度公民館等事業計画（案）の最後のペー

ジの差し替えとなります。２７ページの事業数比較の数字を修正しておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

以上となりますが、不足等はございませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

それでは、定刻となりましたので、只今より、令和５年度第３回印西市公民館運営審

議会を開会させていただきます。本日の会議に際しまして、豊田委員から欠席の連絡を

いただいております。従いまして、本日の出席委員は１５名でございます。 

印西市立公民館の管理及び運営に関する規則第１５条第３項の規定により、過半数に

達しておりますので、本会議が成立しておりますことをご報告いたします。 

本会議は印西市市民参加条例第１１条第４項及び同施行規則第１１条の規定に基づ

き、公開となります。また、会議の公開ということで、傍聴席の設置と、会議録作成

のため、録音させていただきますので、あらかじめご了承くださいますようお願いい

たします。 

なお、本日の傍聴者はおりませんので、このまま進行をさせていただきます。 

また、本日の会議録におきましては、要点筆記での作成とさせていただきます。 
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よろしくお願いいたします。 

それでは、次第に沿って進行させていただきます。 

「次第の２ 公民館運営審議会委員長あいさつ」でございます。 

委員長よりご挨拶をお願いいたします。 

 

（委員長あいさつ） 

 

ありがとうございました。 

ここで、議事進行を議長にお願いするわけでございますが、印西市立公民館の管理及

び運営に関する規則第１５条の規定に基づき、議長は、常光委員長にお願いいたします。

常光委員長、よろしくお願いいたします。 

 

それでは、議事進行を務めさせていただきます。お手元の次第に沿って進めさせてい

ただきます。 

 

「次第の３ 議事録署名委員の指名」でございますが、今回は長尾委員を指名させて

いただきますので、よろしくお願いいたします。 

 

はい。 

 

 次に、「次第の４ 議事」でございます。 

議事に入ります前に、皆様ご存知かと思いますが、この審議会は、社会教育法に基づ

き置かれたもので、「公民館運営審議会は、館長の諮問に応じ、公民館における各種の

事業の企画実施につき調査審議するものとする。」とされておりますので、委員の皆様

の貴重なご意見を賜りますようお願いいたします。 

 

それでは、初めに、（１）報告事項「令和５年度公民館等事業報告について」、 

事務局の説明を求めます。 

 

「令和５年度公民館等事業報告について」ご説明させていただきます。 

 第２回の審議会で、９月末までの上半期事業実施状況について、ご報告させていただ

いておりますので、今回は、１０月以降の下半期事業実施状況を中心に、１月末までの

ご報告をさせていただきます。 

まず初めに、全体的なことといたしまして、小林公民館が改修工事を終え、令和５年

１０月より再開となっております。そして、入れ替えのタイミングで本埜公民館が改修

工事に入り、令和５年１０月より休館となっております。 

このことから、小林公民館におきましては、１０月以降での事業再開、本埜公民館に

おきましては１０月以降に事業はございません。 

なお、それぞれの館が休館の際には、そこで活動している利用者につきまして、他の

館においてフォローをしている状況でございます。 

このような中で、「主催事業」「団体育成事業」「個人学習支援事業」「貸館事業」の４

つを柱に行ってまいりました。 
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まず、「主催事業」でございますが、令和４年度第２回の審議会でご承認いただきま

した令和５年度事業計画を基に、各館において「子ども対象事業」や「大人対象事業」

等を実施しております。 

資料の記載方法について、ご説明させていただきます。 

内容や実施時期の見直し等により大幅な変更があった点については、表の右側に記載

しております。 

また、各講座の定員に対する受講者数と受講率も掲載しております。 

受講者数は、お申込みいただき、受講決定した方の数としておりますので、当日まで

に辞退された方や追加決定した方も含まれております。 

一方、参加者は、辞退された方や、欠席された方を除き、実際に当日参加された方の

数としておりますので、受講者数と参加者数に相違がありますが、ご了承ください。 

また、事業により、同じ方に続けて参加していだく連続講座と、その都度参加者を募

集する各回講座がありまして、各回募集の講座は、受講者数と受講率も回毎に表示して

おります。 

各事業の詳細につきましては、資料をご覧いただき、こちらからは、概要のみをご説

明させていただきます。 

それでは、中央公民館から順に各館の主催事業の実施状況についてご説明いたしま

す。 

 

 はじめに、中央公民館でございますが、資料１ページから８ページの記載内容となり

ます。 

当初計画では年度全体として「子ども対象事業」を４事業、「大人対象事業」を５事

業、共催事業を２事業計画しておりましたが、大人対象事業を 1 事業追加し実施いたし

ました。 

１０月以降に実施した事業といたしましては、 

まず、子ども対象事業、３ページ「冬休み書き初め教室」では、同様の内容で２回実

施し、共に参加人数が多く、学校から出された冬休みの書き初めの課題について、学年

毎での指導が中心となりましたが、それぞれに練習をし、いきいきとした書体が見られ

るなど技術の向上も多く見られました。予想以上の応募があり、日本の伝統文化に親し

む機会の提供ができたと感じております。 

次に、大人対象事業、３ページから４ページ「いきいきカレッジ」の第５回から第７

回までの講座では、リンパセラピーによる健康づくりを体験し、木下河岸の歴史を学ぶ

とともに関連の深い建物の見学、また勾玉づくりによる創作活動を実施いたしました。

第４回までの座学に対し体験型が多く、より楽しまれながら学んでいる様子でした。 

 次に５ページ「手賀沼講座-自然と歴史-」の第２回から第４回では、座学の他に施設

の見学もあり、実物や模型を見ることでより具体的にイメージがわいたようで、また、

回を重ねるごとに興味も増し、学びを深められた様子でした。 

 次に６ページ「彩りのある暮らし講座」では、ドライフラワーを使った創作と、寄せ

植えの２講座を行いました。共に自然のものによる創作活動で、参加者からは笑みがこ

ぼれ、完成した作品には満足されている様子で、心や生活に彩りを添えることができた

と感じております。 

 「わたしと家族の「相続講座」」では、全２回の講座で相続の基礎的なこと、相続対
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策の必要性について学びの場を提供する事ができました。 

 なお、７ページ、新規事業として追加しました「シニア向けスマホ講座」については、

実施内容をまだ反映させておりませんが、２月に実施済みでございます。 

令和５年度は中止した事業はなく、当初計画に１事業２講座を追加し、１２事業２６

講座の実施でございました。以上です。 

 

 続きまして、小林公民館でございますが、令和５年１０月より施設の保全改修工事後

の再オープンをしたところでございます。 

それでは、資料９ページから 1３ページの記載内容となります。 

当初の計画では、「大人対象事業」５事業を計画しましたが、「子ども対象事業」を２

事業追加、「大人対象事業」１事業を追加いたしました。 

 まず、子ども対象事業につきましては、９ページから１０ページ「小林コミュニティ

プラザ再開館イベント」「クリスマス会」を追加で実施いたしました。どちらの事業も

当初の計画では記載しておりませんが、小林図書館と共同で実施しております。内容と

いたしましては、再開館イベントが朗読劇及び演奏会、クリスマス会では絵本の読み聞

かせや素話し、サンタクロースからのプレゼント配布を実施しました。参加率は低くな

ってしまいましたが、来られた方々は楽しい時間を過ごせましたと言っておりました。 

 次に、大人対象事業につきましては、「フラワーアレンジメント講座」の２回開催の

１回目、１１ページ「ピラティス講座」が２回開催で終了、１２ページ「みんなで作る！

小林アンプラグドミニミニコンサート」が６回開催の内３回が終了しております。 

また、１３ページ「展示ギャラリー」につきましては、団体及び市民の方に展示場所

を提供するもので、２団体が展示を実施しております。 

 なお、２月以降は、フラワーアレンジメント講座及びリンパセラピー講座の２回目、

終活講座の２回開催、「みんなで作る！小林アンプラグドミニミニコンサート」が６回

開催の内の残り３回の開催がございます。 

よって、令和５年度は、１１月より子ども対象事業を２事業、大人対象事業を６事業

の全８事業を実施することとし、３事業は終了となりますが、残りの事業を２月以降実

施しております。 

以上が、小林公民館の令和５年度の事業報告でございます。 

 

続きまして、そうふけ公民館でございますが、資料の１４ページから１８ページの記

載内容となります。 

当初計画では「子ども対象事業」を６事業、「大人対象事業」を２事業、計画いたし

ましたが、「子ども対象事業」を 1 事業追加しました。 

１０月以降に実施した事業といたしましては、１４ページ「なんでもチャレンジャー

ズ」の第３回「お正月のしめ飾り作り」では、日本の伝統文化を体験できた良い機会で

ありましたが、仲間づくり、交流という観点からは、最後に作品を見せ合う時間を作れ

ばよかったのでは、という課題が残りました。第４回「運動遊び」では、名前を呼び合

いグループで活動することで、子どもたち同士交流の持てた活動となりました。４回シ

リーズのなんでもチャレンジャーズ事業は、忙しい小学生の実態から、来年度は単発事

業として行うのが望ましいのではないかという考察ができました。 

次に１６ページ「ふれあい大会」の親子でのモルックでは、必ずしも親がうまいとは
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限らない競技なので、そこが親子で楽しめた要因かもしれません。室内競技は、天気に

左右されることなく実施できることが利点と確認できました。 

次に１７ページをご覧ください。大人対象事業の「生活改善講座」収納講座では参加

者同士の話し合いもあり、自由に質問し和やかな雰囲気で進められ、アンケートから参

加者の４分の３は６０歳代以上で、主に広報誌、広報いんざいで公民館事業の情報を得

ていたことがわかりました。 

スマホ講座は、人気が高くアンケートから全員６０歳代以上で、半数は７０歳代の方

の参加となりました。内容についてもわかりやすく、また開催してほしいという要望が

多くありました。 

令和５年度の事業は、ほぼ受講率が１００％となり、今後も地域性や実態に合わせ、

市民の方の興味関心を引き出せるような事業を計画していきたいと思います。 

以上が、そうふけ公民館の令和５年度の事業報告でございます。 

 

続きまして、印旛公民館でございますが、資料の１９ページから２９ページの記載内

容となります。 

当初計画では、「子ども対象事業」を６事業、「大人対象事業」を９事業、計画いたし

ました。予定通り実施することができました。 

１０月以降に実施した事業といたしましては、子ども対象事業では「てっぺん目指そ

う筑波山」、「親と子のおはなしワークショップ」、「冬休み書初教室」。大人対象事業で

は「みんなのいけばな教室」の第２回、「癒しのアロマ」の第２回、「はじめてのｙｏｇ

ａ」の第２回から第４回まで、「おとなの工芸教室」、「相続学習教室」、「竹灯り作り」、

「雪割草の苔玉づくり」でございます。 

まず、子ども対象事業、２２ページ「てっぺん目指そう筑波山」では、親子で筑波山

に登りながら自然と触れ合う喜びを味わってもらうもので、１０月に実施したものでご

ざいます。定員は１０組２０名でしたが応募が多数あったため、枠を追加して１４組 

２９名での実施となりました。参加者からは、大変だったけど楽しかったという感想が

寄せられました。 

「親と子のおはなしワークショップ」では、印西市において古くから伝わる民話の「素

話」を通じて背景となっている地域の歴史を学んでもらおうというもので、１２月に実

施したものでございます。 

２３ページ「冬休み書初教室」では、日本の伝統文化である書道を通して、自分の手

で書くことの重要性を学ぶもので、１２月に実施したものでございます。定員は１０名

でしたが応募が多数あったため、講師の印旛毛筆の会の方々に全員を見ていただけない

かとお願いしたところ、快く応じていただきました。１６名の参加がありました。 

次に、大人対象事業、２４ページ「みんなのいけばな教室」では、身近な生け花を生

けることを通して礼儀や作法の向上を図るとともに、四季に思いを馳せて心に癒しを感

じるように理解を深めるもので、１２月２７日に第２回目を実施したものでございま

す。 

２５ページ「癒しのアロマ」は、草花の香りを通して心と体の内面を安定させること

の大切さを学ぶもので、２月に第２回目を実施したものでございます。 

２６ページ「自力整体教室」では、自分で慢性的な不調を改善して、病気予防の自己

治療法を学ぶもので、９月に２回実施したものでございます。 
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「初めての yoga」では、ヨガの基本を学びながら、メンタルバランスの重要性につい

て学ぶもので、９月２７日から１０月２５日まで、１週間おきに計４回を実施したもの

でございます。 

２７ページ「おとなの工芸教室」は、竹ひごを編みこんで竹かごを作るもので、１１

月に実施したものでございます。 

「相続学習教室」は、財産の相続について必要な知識を整理し、無用の争いをしない

ためにはどうすればよいかを学ぶというもので、１１月に実施したものでございます。 

２８ページ「竹灯り作り」では、竹林の整備で伐採した竹を有効活用して、内側の節

を抜いた１本の竹の表面に穴を開けて、内部に LED ライトを入れて竹とうろうを作るも

ので、１２月に実施したものでございます。 

「雪割草の苔玉づくり」では、苔玉を育てることで花を咲かせ、苔の魅力を感じても

らうことを目的としており、１月に実施したものでございます。 

令和５年度は、全１５事業、２５講座を実施し、中止となる講座はありませんでした。 

主催事業の延べ参加者数は、２９８人です。 

以上が、印旛公民館の令和５年度の事業報告でございます。 

 

続きまして、本埜公民館でございますが、資料の３０ページから３２ページの記載と

なります。 

本館は、令和５年１０月より施設の保全改修工事のため、休館とさせていただきまし

たことから、こちらに記載の前回（第２回）審議会でご説明させていただいた内容で、

令和５年度の主催事業を全て終了しております。 

よって、令和５年度は、全６事業、８講座を実施し、中止はございません。 

主催事業の延べ参加者数は、９６人です。 

以上が、本埜公民館の令和５年度の事業報告でございます。 

 

続きまして、中央駅前地域交流館でございますが、資料３３ページから５０ページ

の記載内容となります。 

当交流館につきましては、公民館、児童館、子育て支援センター、老人憩いの家と

類似した機能を有する施設として、各種事業を実施しております。 

１０月以降に実施した事業といたしましては、３４ページ「わくわく探検隊」４回

目はパークゴルフ体験を実施し、５回目では、六軒・木下地区を散策し、朝市やせん

べい店で買い物をしました。生活圏以外のくらしや伝統に触れるよい機会になったと

思います。 

参加者はさまざまな体験を通じ他学区他学年の児童同士の交流を深めながら、思い

出作りにもつながったところでございます。 

 続いて「大人対象事業」の主なものをご説明させていただきます。 

まず４３ページ「はつらつクラブ」３回目は成田市公設地方卸売市場を見学し、職

員の方に施設の案内をしていただきました。新しい施設ということもあり、参加者の

皆さんも興味深く見学をしていました。 

４回目はウォーキングとストレッチの講演と実演を行い、５回目には正月飾りづく

りを実施しました。講師の方に基本を教わった後は、皆さんさまざまな工夫をしなが

らオリジナルの正月飾りを完成させていました。 
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４４ページ「しめ縄づくり」では、参加者が意欲的に取り組み、講師のサポートも

あったことから、立派な作品が完成し、出来栄えに満足している様子が伺えました。 

４５ページ「収納講座・お片付けのお話」では参加者の年代ごとにグループを組

み、収納や片付け、整理・廃棄などのコツを楽しみながら学ぶことができました。 

最後に、４９ページの共催事業「ものづくり講座」につきましては、「印西おもちゃ

の病院」との共催事業として行ったもので、５年度で３年目の事業でございます。工

具の使い方などの技術や、モーターなどの原理を習得できたように見受けられまし

た。あらたに追加した上級コースでは更なる技術向上や創造性の向上につながったの

ではないかと思います。参加者からは、楽しくためになった、保護者からは参加させ

て良かったという意見を多くいただきました。 

令和５年度は、全２７事業、１４２講座を実施いたしました。 

主催事業の延べ参加者数は、１２,４６８人です。 

以上が、中央駅前地域交流館の令和５年度の事業報告でございます。 

 

各館からの報告は以上となりますが、次に、５１ページをご覧ください。 

「７.主催事業月別参加者数」でございますが、各館の主催事業への参加者数を月別

でまとめたものでございます。 

記載の方法でございますが、館の名称の横の数字が令和５年度の実績となっており、

その下が令和４年度、そして令和４年度との比較となっております。 

右下が総計の記載で、全体として増えている状況でございます。 

 続きまして、５２ページをご覧ください。 

「団体育成事業」につきまして、「公民館まつりの実施状況」でございますが、公民

館祭りは各連合組織が主体となっており、開催の有無につきましても、各連合組織によ

り考え方に相違がございます。 

開催状況ですが、１０月以降の実施状況といたしましては、 

小林公民館で、小林コミュニティプラザまつりを、1/27（土）、28（日）の２日間開

催し、来場者数は２５５人。 

そうふけ公民館で、ふれあい文化館まつりを、11/11（土）、12（日）の２日間開催し、

来場者数は１,２１６人。 

印旛公民館で、いんば公民館まつりを、11/5（日）に開催し、来場者数は２２４人。 

本埜公民館と、中央駅前地域交流館は中止でございました。 

令和５年度各公民館等利用サークル連合組織状況は、中央公民館が２６団体、小林公

民館が１６団体、そうふけ公民館が２３団体、印旛公民館が１５団体、本埜公民館が 

１９団体、中央駅前地域交流館が３３団体で、５３ページから５９ページに、各館の加

盟団体の活動の詳細を掲載しております。 

続きまして、６０ページをご覧ください。 

「個人学習支援事業」でございますが、各館の個人学習室の利用者数でございます。 

１０月以降も、各公民館等で一定数の利用がある状況でございます。 

続きまして、６１ページをご覧ください。 

「貸館事業」でございますが、各館の主催事業参加者数及び個人学習室利用者を含め

た全利用者数でございます。 

中央駅前地域交流館は、子育て関連施設及び高齢者の憩いの家を含む関係から、１館
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議長 

 

でおよそ他の公民館５館分の利用者数に相当する数となっております。 

全体といたしまして、令和５年度は、小林公民館及び本埜公民館の改修工事に伴う減

はあるものの、全体としては順調に増加しており、コロナ禍以前に戻りつつあるように

感じられます。 

６２ページは、貸部屋の利用率を掲載しております。 

 利用率も全体としては、増えている状況でございます。 

以上が、令和５年度の公民館等事業報告でございます。 

 

説明が終わりました。何か質疑等はございますか。 

 

主催事業等につきましては、本当に各館頑張っているのが分かります。いろんな創意

工夫して地域住民の方々に参加していただくというような内容が十分見受けられる部

分だと思います。公民館の主催というのはまず学ぶ。それから集うそれから結ぶという

部分、これが公民館のメインになると思うので、そういった部分から言うと、各主催事

業、それから大人事業、子ども事業、共催事業と、色々やっていただいてすごい成果が

出ているのではないかなと思います。最終的に見える化をしてほしいということで数値

化していただいたので、学習支援事業から、主催事業、貸館業務の部分が各館この１枚

で見えるような状況だと思います。特に主催事業という部分は職員さんがメインとなっ

ていますが、貸館業務の中で令和４年度から令和５年度を比べまして、この中が改善さ

れたという部分では、６１ページですけれども前年度比１４,５７３人増加、先ほどご

説明がありましたように、小林とか本埜が変わってはおりますけども、全体で１１２%

増ですから。努力が見受けられるというふうに思われます。非常に良いことではないか

なと感じております。 

ご質問したいのは、６２ページです。午前、午後、それから夜間コマ数に対しては書

いてありませんが、使用コマ数については令和５年度１２,７６４、令和４年度 

１１,２５０ということで、令和５年度が１３.５%ぐらい令和４年度より伸びていると

いう部分はわかります。そこで総コマ数っていう部分についてどういうことなのかな

と。例えば、使用コマ数２,５４８、総コマ数６,２５９、当然使用コマ数が少ないです

から、利用率は４０.７%上がってくるような状況にはなると思うのですが、総コマ数の

この内容についてもう少しご説明いただきたい。 

それから夜間の部分について、各公民館によっては、水曜、土曜、木曜、金曜という

部分になっています。この夜間っていうのは午後５時から午後９時の部分というのです

が、これは、例えば夜間を希望するサークルがやるから、要するに日程が水曜と土曜と

かそういう決め方で、夜間の開館を決めているのか、あるいは固定で、職員の関係もあ

ると思うがわからない点があります。 

それからもう１点はちょっと小林公民館で貸館の部屋数が令和４年度は７で、令和５

年度が１０ということで、多分、改修工事等があって 貸館の部屋が３つほど増えたの

かなというふうに思うのですが、どういったところが増えたのかをちょっとご説明いた

だくとありがたいと思います。 以上３点です。 

 

委員の方から３点ほどご質問がございましたので、 回答の方をお願いいたします。 
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今３点ご質問がありましたが、まず総コマ数の説明でございますけれども、総コマ数

というのは、実際に貸館等で使えるコマ数です。これ１日を午前、午後・夜間の３コマ

に設定しまして、一番右に稼動率があります。各館で持っている部屋の数が違いますの

で、その数をかける。３コマかけて計算したものが総コマ数。いわゆる貸出しできるコ

マ数が中央で言うと６,２５６コマあり、そのうちに使用されたコマ数が、２,５４８あ

り、利用率は４０.７%でした。 

次に夜間の設定でございますが、設定の根拠ですけれども午後５時以降の部分につい

ては、通常午前９時から午後５時までの施設開放になっておりますけど、それ以外に教

育委員会が認めればサービスの提供ができるということになっておりまして、その中で

各館、水曜、木曜、金曜、土曜と開館しており、もう以前からずっとこの形です。一番

初めにこの日付を設定した根拠がその時のニーズであったのかどうだったか。今すぐ答

えられないし、調べられるかもわからない状況でございます。 

 

小林公民館が増えたのは、令和４年度の時に冷房が壊れておりまして、３部屋ほど暑

くて使えないというところがございまして、休止状態となっていたところが３部屋あっ

たので、それが改修されたことによって使えるようになりました。以上です。 

 

はい、ありがとうございます。総コマ数と使用コマ数の部分があの利用率っていう部

分の出し方がまだ理解できないのですが、例えばそのコマ数って言っても、団体によっ

ては９時から１４時までっていう団体も中にはあるのではないかなと。そうすると、午

前と午後の２コマっていう考え方になるのですかね。コマ数的には午前午後ということ

ですか。これを見た時に、２,４７１っていうコマ数で６,８０９という形があったので、

多分そのサークル自体当然増えたのですが、実際その午前、午後まで開けた２コマを使

ったり、２団体もあったり、あるいは使用で言うと総コマ数で２,５４８ですから１サ

ークルに対して来所した人数が多くて、午前、午後のコマ数で終わってしまって、その

コマ数の数が減ったのか、この辺がちょっとカウントの仕方と、ここで言いたいことは、

その利用率自体は難しいなというふうに思いました。 

いずれにしても、ご努力していただいて、このような統計を作ってくれたというのは、

だいぶいろんなことが見えてきますので、非常にありがたいと思います。また後ほどこ

の辺は個人的に聞きたいところですので、後でご説明ください。 

 

ありがとうございました。大雑把に多少は理解できたかなというとこなんですかね。

もうちょっと詳しく知りたいなというとこがおありのようなので、これが終わってから

でもお願いいたします。他にいかがでしょうか。 

 

２点ほどあるのですけど、小林公民館で改修工事されて、それが完了したわけですよ

ね。この報告の中に再開館イベントというこういうのをやられたと書かれているのです

が、再開館イベントとは別に、サークルさんがプラザ祭りっていうのをまたやられてい

るわけですよね。せっかく新しくなったのならサークルさんも交えて、こういう新しい

イベントと言いますか、そういうのをやられた方がインパクトあったじゃないかと思っ

ています。私、交流館を利用させてもらっているので、新しいものが出来上がった時に

は、そういうものをドンとやるべきじゃないかと、こう内心を持ったりもしているので
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小林公民館長 

 

 

 

そうふけ 

公民館長 

す。そのあたりは特に開館イベントっていうのをそんなに重要視していたわけじゃない

のですね。まあ、子どもたちを対象に事業をやらせているっていう感じなのか、その辺

のイメージではどんな感じだったのでしょう。 

 

大体的にということよりは、図書館がメインにはなります。公民館の方もお手伝いす

るような形で共催という形でやらせていただいたのですけれども、団体さんの方につき

ましては、本当のお祭りの方に重きを置きますので、簡素な形での再開館イベントって

いうことでやらせていただきました。 

 

わかりました。それともう１点、交流館の話ですが、工事が始まって駐車場が使えな

くなり、近隣のマルハンというパチンコ屋さんの駐車場を借りているという状況なので

すが、私どもはサークルをやっていてだいぶ慣れてきましたが、事故でも起こすのでは

ないかと、それからサークルのメンバーが不便だから、しばらく休みたいとかですね。 

少し苦情が出ているのも事実なのですよね。データを見ると、子ども対象の主催事業も

そんなに参加人数下がっているふうには見えないのですけどね。そのあたり、特に駐車

場関係でなにかトラブルとか何らかの影響とか、そういうのは今のところ一切ないので

しょうか。 

 

はい。中央駅前交流館の主催事業に関する駐車場への苦情というのは特に入ってはお

りません。利用団体の方には本当にご迷惑をおかけしているところですけども、施設前

で下ろして、また迎えに来るというのが多いですね。 

 

それほど影響はないということはわかりました。 

 

追加事業をしているところがあのとても多いですけれども、その経緯を聞きたいな

と、どういう形でこう追加の事業が増えていくのか、皆さんで話し合っている際に増や

していくのか、何かご要望があったのかというのを聞いてみたいなと思ったのですが。 

 

中央公民館でございますが、こちら 1 月までの報告になっておりますから記載はない

のですが、２月に追加事業としてスマホ講座を行いました。これはもともと事業計画を

立てる段階では、私たちの方にこういった情報はなく、例えば市の電算業務関連の課が

あって、こういう事業をこういうところが提供してくれるよというような話を受けまし

た。私たちも年間事業で計画を立てるものですから、どこかに入れられないか調整をし

ながら、できるものについてはぜひやりたいというところで、２月に実施ができたとい

うところです。 

 

小林公民館の方につきましては、職員からの発案です。クリスマス会につきましては、

もともとやっていたのですけれども、共同事業というものだったので出してなかったの

です。今回からきちんと載せるような形をとらせていただきました。 

 

 そうふけ公民館ですが、事業ページの通り、令和５年度は事業計画から結構大きく組

み換えをさせていただいております。子ども対象事業から大人対象事業へ変更して、追
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加で大人対象事業を実施しているのですけれども、このうち子ども対象事業の７番のお

話会スペシャルについては、小林公民館と同じような状況で従前から図書館と一緒にや

っていたのですけれども、ここに出ていなかったので今回改めて追加とさせていただき

ました。あと、こちらの複合館で児童館がすごく活発に動いているところですが、実を

言いますと昨年令和４年度までは児童館と一緒に公民館としては追加事業になるもの

をたくさんやっていたのですが、令和５年度中に児童館の方だけで３名程度職員が増え

たというような事情がありました。ふれあい文化館の事業としては、同様令和４年も５

年もやっていることはたくさんあるのですけれども、そうふけ児童館の単独事業とか行

っている事業もいくつもあります。そういった中である程度すみ分けも必要ですから、

子ども対象事業としていたものを一部大人の対象事業に組み換えをしたとか、そういっ

た形で臨機応変に対応している次第でございます。以上でございます。 

 

ありがとうございます。よろしいですか。他にいかがでしょうか。 

 

４７ページの子育て相談のところで７７人の参加があって、次の育成支援のところで

参加ゼロになっていくのですけど。 ７７の０だから極端で、どうしてかと思っていま

す。 

 

相談の方は７７件ということなのですけども、サークル育成支援の方に関しましては

お母さん方のサークルの立ち上げとか、そういったものを希望する、活発になるように

助言や支援をしていく内容なのですが、残念ながら当館の方ではゼロでありました。以

上です。 

 

ありがとうございました。 ここまでよろしいでしょうか。 それでは質疑がないよう

ですので（1）の報告事項 令和５年度公民館等事業報告についてはここで終了させて

いただきます。 続きまして審議の方に入りたいと思います。令和６年度公民館等事業

計画（案）について事務局の方の説明をお願いいたします。 

 

「令和６年度公民館等事業計画（案）について」ご説明させていただきます。 

資料をご覧ください。 

令和６年度も、引き続き、「主催事業」「団体育成事業」「個人学習支援事業」「貸館事

業」の４つを柱に行ってまいります。 

はじめに、全体的なことに関しまして、ご説明いたします。 

本埜公民館は、令和５年１０月から実施しております保全改修工事の為、休館となっ

ております。令和６年度中も休館となりますので事業はございません。令和７年４月か

ら再開の予定でございます。 

また、中央駅前地域交流館におきましても、令和６年９月下旬より令和７年３月まで

改修工事を実施予定であり、休館とはなりませんが一部の部屋において使用できない期

間が発生しますことから、活動に影響を受けます利用者に対しましては、他の公民館等

でフォローして参ります。 

また、教育センターの適応指導教室「緑のまきば」と「森のステーションまきば」に

つきましては、各々の活動拠点であります「そうふけふれあいの里」と「本埜公民館」
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が保全改修工事中であることから、引き続き令和６年度も中央公民館及び小林公民館を

利用となっております。 

各館の主催事業につきましては、第２回の審議会でご説明しましたとおり、令和６年

度も、「生活」を共通テーマの一つとしております。 

令和４年度はコロナ禍にあり、「新しい生活様式」が大きなキーワードとなっていた

背景の中、「生活」を令和５年度の新規事業のテーマに掲げたわけですが、令和６年度

におきましても、より一層、生き生きとした生活が送れるよう、そのきっかけとなる事

業になればと、同テーマにて企画しております。 

各事業の詳細につきましては、資料をご覧いただき、こちらからは、概要のみをご説

明させていただきます。 

 

それでは、中央公民館から順にご説明いたします。 

はじめに、中央公民館でございますが、資料 1 ページから５ページの記載内容となり

ます。 

当初計画では、「子ども対象事業」を５事業５講座、「大人対象事業」を５事業１８講

座、「共催事業」を２事業２講座の、全１２事業２５講座を計画しております。 

まず、「子ども対象事業」では、２ページ、新規事業で「テレ朝出前講座」「北総鉄道

探検」を企画しております。「テレ朝出前講座」では普段目にすることの多いメディア

の仕事の中身について学ぶ機会をそして「北総鉄道探検」は、他館と共同開催し、地域

の交通について学ぶと共に学区・学年を超えた交流の輪を広げる機会を提供します。 

次に、「大人対象事業」では、４ページ、新規事業で「利根川講座‐自然と歴史‐」、

「仕事や家庭に役立つ「整理収納講座」、「健康リンパセラピー」を計画しております。 

中央公民館の地域の特色ある事業として「利根川講座」をまた、すぐに生活の中で実

践できそうな学びとして「整理収納講座」、「健康リンパセラピー」を企画いたしました。 

その他に、３ページ、継続事業の「いきいきカレッジ」につきましては、全７回のシ

リーズで、その各々の講座については新たなものを取り込んでおります。 

 最後に、５ページ「共催事業」では、毎年大人気の「手賀沼船上親子観察会」の継続。

そして、第２回公民館運営審議会で「参加者がいなかった」と報告いたしました「Let’

ｓサークル体験夏休みは公民館へ Go!」につきまして、再度チャレンジしてみようと計

画いたしました。ご協力いただけるサークルさんたちと相談しながら、参加者が募れる

よう進めていきたいと考えています。 

以上が、中央公民館の令和６年度の事業計画（案）でございます。 

 

 続きまして、小林公民館でございますが、資料の６ページから９ページの記載内容と

なります。 

 当初事業計画は、「子ども対象事業」を５事業９講座、「大人対象事業」を６事業２８

講座の全１１事業３７講座を計画しております。 

「子ども対象事業」では、新規事業として「乳幼児親子コンサート」、「囲碁にレッツ・

トライ」、「部活見学」の３つを企画しております。６ページ「乳幼児親子コンサート」

は親子で季節を感じる音楽を楽しむこと、「囲碁にレッツ・トライ」は囲碁の手法を学

び、対戦する楽しさを味わうこと、7 ページ「部活見学」は部活見学をとおして高校生

と関わり、高校生活に期待感を持つことを、それぞれ目的として計画しております。 
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その他、例年７月に行っております「すごくよく飛ぶ紙ひこうき」、１２月には図書

館と共同で実施するクリスマス会を予定しております。 

 続きまして、「大人対象事業」では、「小林カレッジ」、「ピラティス講座」、「免疫力ア

ップ！リンパセラピー講座」、「季節のフラワーアレンジメント」、「みんなと作る小林ア

ンプラグドミニミニコンサート」、「展示ギャラリー」の６事業の実施を計画しておりま

す。 

まず、「小林カレッジ」は、改修工事やコロナなどにより、講座の回数を減らして実

施しておりましたが、今回は通常の形として５月から１２月までの７回の講座を行いま

す。 

８ページ「ピラティス講座」、「リンパセラピー講座」ですが、人気のある事業で、こ

れまでは１講座２回の開催としておりましたが、今回は１講座３回で開催する予定でご

ざいます。 

「季節のフラワーアレンジメント講座」は、クリスマス、お正月をテーマに、２講座

開催することを予定しております。 

９ページ「みんなでつくる！小林アンプラグドミニミニコンサート」は、ここ２年間

は改修工事があったことから開催回数を減らして行っておりましたが、次年度は４月か

ら３月まで計１２回開催する予定でございます。 

展示ギャラリーにつきましては、展示場所の提供となりますことから、開催時期や回

数などの予定はございません。 

 以上が、小林公民館の令和６年度の事業計画（案）でございます。 

 

続きまして、そうふけ公民館でございますが、資料の１０ページから１３ページの記

載内容となります。 

「子ども対象事業」を７事業１０講座、「大人対象事業」を 7 事業 7 講座の、全１４

事業１７講座計画しております。 

「子ども対象事業」では、５年度に４回シリーズで実施いたしました「なんでもチャ

レンジャーズ」につきましては忙しい小学生の実態を考慮し、シリーズでの実施から単

発で１０ページ「運動遊び」、「科学あそび」、１１ページ「北総鉄道見学」等を計画い

たしました。 

移動プラネタリウムによる星空見学「プラネタリウムで星をみよう」は大変好評だっ

たため、本年度も継続事業といたしました。 

新規事業「イラスト講座」は、漫画家講師から指導を受け、漫画が上手に書けるアド

バイスをしてもらい、知識や技術・技能に触れることを通じて楽しみながら達成感を味

わえる講座として、計画いたしました。 

なお、子ども事業は、参加しやすいよう、夏休み期間に設定いたしました。 

「大人対象事業」では、６年度のテーマでもあります「生活」を観点とし、５年度の

アンケート結果や、地域性等を考慮し、新規事業を３つ追加企画いたしました。 

１２ページ「セカンドライフ講座」では、安心したセカンドライフを送るため認知症

について学び、自身の想いの実現について考えエンディングノートを作成する講座で

す。 

「印西を知ろう」では、多くのオリンピック選手を輩出している順天堂大学さくらキ

ャンパスを見学し、生活する印西市内の施設見学等をとおして、印西市の良さを再確認
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できるよう市バスで訪問する予定です。 

初心者向け「資産形成」講座では、将来設計や夢をかなえ、生活を豊かにしてくれる

「お金」について資産形成の基礎知識を学びます。 

その他、13 ページ、５年度で人気のあった「お正月飾りを作ろう」、「絵手紙を描いて

みよう」、「収納講座」、「スマホ講座」を継続事業といたしました。 

そうふけ公民館は、「そうふけ図書館」「そうふけ児童館」「そうふけ老人福祉センタ

ー」の４つの複合施設である「ふれあい文化館」の一部となっていることから、複合館

の強みを活かし、図書館や児童館と連携して事業を実施したいと考えております。 

以上が、そうふけ公民館の令和６年度の事業計画（案）でございます。 

 

続きまして、印旛公民館でございますが、資料の１４ページから２０ページの記載内

容となります。 

当初計画では、「子ども対象事業」を６事業９講座、「大人対象事業」を９事業１５講

座の、全１５事業２４講座を計画しております。 

「子ども対象事業」でございますが、１４ページ「親子カヌー教室」は、親子で協力

してカヌーの操縦に挑むことで、絆を深めながら自然と触れ合う喜びを分かち合うもの

でございます。７月に計画しております。 

「夏休み工芸教室」と、１５ページ「夏休み科学教室」は、それぞれ元となる材料か

ら一つの工作物を作り上げ、その喜びを味わうものでございます。７月から８月にかけ

て計画しております。 

「てっぺん目指そう筑波山」は、親子で筑波山に登りながら自然と触れ合う喜びを味

わうことを目的としております。１０月に計画しております。 

「親と子のおはなしワークショップ」は、印西市において古くから伝わる民話の「素

話」を通して、地域の歴史を知るとともに地元への思いを育むことを目的としておりま

す。１２月に計画しております。 

１６ページ「冬休み書き初め教室」は、日本の伝統文化である書道を通して、自分の

手で書くことの重要性を学ぶもので、１２月に計画しております。 

次に「大人対象事業」でございますが、「みんなのいけばな教室」は、生け花を通し

て礼儀や作法の向上を図るもので、５月から６月に第１回目を、１２月に第２回目を計

画しております。 

１７ページ「初心者のための絵手紙教室」は、草花や身近なものを題材に絵手紙の描

き方を学ぶもので、６月に連続２回のコースで計画しております。 

「癒しのアロマ」は、草花の香りを通して心と体の内面を安定させることの大切さを

学ぶもので、６月に計画しております。 

１８ページ「自力整体教室」は、自分で慢性的な不調を改善して、病気予防の自己治

療法を学ぶもので、９月に連続２回のコースで計画しております。 

「はじめての yoga」は、ヨガの基本を学びながら、メンタルバランスの重要性を学

ぶもので、９月から１０月まで 1 週間に 1 回、連続４回のコースで計画しております。 

１９ページ「おとなの工芸教室」は、竹ひごを編み込んで竹かごを作り、元となる材

料から１つの工作物を作り上げ、その喜びを味わうもので、１１月に計画しております。 

「相続学習教室」は、財産の相続についての知識を整理し、無用の争いをしないため

にはどうすればいいのかを学ぶもので、１１月に計画しております。 
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「竹あかり教室」は、内側の節を抜いた１本の竹の表面に穴を開けて、内部に LED ラ

イトを入れて竹とうろうを作るもので、１２月に計画しております。 

２０ページ「雪割草の苔玉づくり」は、雪割草を使って苔玉を作り、苔の魅力を感じ

るもので、１月に計画しております。 

以上が、印旛公民館の令和６年度の事業計画（案）でございます。 

 

続きまして、本埜公民館でございますが、資料の２０ページの記載内容となります。 

本館は令和５年１０月に着工しました保全改修工事を引き続き施工しまして、令和７

年３月まで休館とし、同年４月からの再開館を予定しているところでございます。 

従いまして、令和６年度の主催事業について計画はございません。 

以上、ご報告いたします。 

 

続きまして、中央駅前地域交流館でございますが、資料の２１ページから２７ペー

ジの記載内容となります。 

令和６年９月下旬から令和７年３月３１日まで中央駅前地域交流館１号館の一部改

修工事等により施設の一部が使用できなくなるため、事業を縮小し、使用可能な施設

を使いながら開館を続けてまいります。なお、交流館利用団体の方々には他の公民館

等の利用状況を提供し活動を継続していけるよう、サポートしてまいりたいと思いま

す。 

令和６年度につきましては「子ども対象事業」を１３事業７１講座、「大人対象事業」

を７事業１６講座の、全２０事業８７講座を計画しております。 

「子ども対象事業」の科学あそび、及び「大人対象事業」の資産運用講座「はじめて

の NISA」講座は、企業による社会貢献事業を活用し、時代に即した事業を実施いたしま

す。 

２１ページ「科学あそび」は身近な科学の楽しさに関心をもってもらうため、引き続

き関東電気保安協会の方を講師に迎え実施する予定です。 

夏休みの自由研究のヒントとなるよう８月に開催する予定です。 

２５ページ「はじめての NISA」については５年度新規事業で開催したところ好評を

いただきましたので、６年度も計画いたしました。「生活」に密着した、より良い暮ら

しのためのライフプランが重要と考え、適切な資産形成に興味のありそうな世代をター

ゲットに週末に開催する予定です。 

以上が、中央駅前地域交流館の事業計画の主なものでございます。 

 

次に、２７ページの「事業数比較」でございますが、先般の会議において委員より

提案をいただいたことを受け、新しく資料として追加いたしました。 

事業計画時点での数字をまとめたもので、事業数ベースでの比較ですがカッコ内は

講座数も記載しております。 

各事業におきましては、電話や窓口での先着順だけでなく、インターネット等でも

応募できるよう工夫し、周知方法につきましても、子ども対象事業は、引き続き、指

導課を通して学校に依頼し、スクリレを活用するなど、利便性の向上に努めてまいり

ます。 

 次に、２８ページをご覧ください。 
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「団体育成事業」につきましては、各館で、引き続き、利用サークルの活動を支援す

るほか、新規サークルの結成に結び付くよう支援してまいります。 

また、利用サークル連絡協議会のまつりが実施できるよう支援してまいります。 

「個人学習支援事業」につきましては、各館で、引き続き、個人学習の場の提供を行

ってまいります。 

「貸館事業」につきましては、学習拠点及び交流拠点として活動しやすい場であるよ

うに、引き続き施設の管理・運営に努めてまいります。 

以上が、令和６年度公民館等事業計画（案）でございます。 

ご審議のほどを、よろしくお願いいたします。 

 

はい、ありがとうございました。それでは、令和６年度の公民館事業計画につきまし

てご説明いただきました。これにつきまして、ご質問等を受けたいと思います。  

 

ニーサの件すごく良くて私も参加したいなと思います。引き続きお話がありましたら

お願いしたいと思いました。 公民館の改修等で適応指導教室が移動することで、何か、

お母様方やお子さんから何かお声がもし上がっていったら、ちょっと教えていただきた

いなと思ったのですが、いかがですか。 

 

中央公民館は「緑のまきば」が来ているのですけれども、使用に関しては、特に話は

ないのですが、先生からは非常に環境が良くて使いやすく、いろいろ配慮していただい

て感謝していますというお話はいただいているところです。 

 

もし苦情とご意見をいただいたところがあればお願いしたいのですが、他にいかがで

しょうか。  

 

事業数の比較というところでは、非常に見やすいものを作っていただきありがとうご

ざいます。 それで１点。令和６年度できるかどうかわかりませんけども、公民館の独

自の事業として、個々にこういったご報告をいただいたのですけども、地域の方ですと、

そこの公民館に行く部分っていうのはかなり多いのですが、横の繋がりとして、例えば

公民館同士のスタンプラリーとか。要するに公民館の中を見ていただく。先ほどお話が

あったように、講師の先生がこの間行ってみたら非常に使い勝手が良かったというよう

なところもありましたので。各館とか近隣ですね。今は本埜公民館が休止していますか

ら、いろんなサークルさんが動いていると思うのですが、それをもっと回転よくさせる

ために、例えばそういったものの企画っていうのができると非常に面白いかなと思うの

ですが、いかがでしょうか。公民館同士の横の繋がりを考えてみたらいかがでしょうか

という意見ですが、現状のお話を聞きたいと思います。 

 

令和６年度の事業計画の中では、例えば北総鉄道探検と書道の書初めですね。こちら

につきましては、先にどこかの館で実施し、非常に好評だというような情報をもらった

りすることで、一緒に同じ事業を企画し、同時期に広報をかけたりすることで、より多

くの人たちへの周知につながり、また受け皿が広がったりするのではなかろうかという

ことで共同としております。北総鉄道に関しましては、一緒に同じ場所で体験すること
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で、委員からもお話ありましたけれども、学ぶ、集う、結ぶですね。そういったことが

できるのではなかろうかと。横のつながりを持ちながらやろうということで、少しずつ

計画に取り入れているところでございます。以上です。 

 

ありがとうございました。ぼちぼちと取り組んでいただけているということだと思い

ます。 

 

希望として言うのですが、印西市特有の講座というのが、歴史とか地理とか自然を含

めて、利根川や手賀沼に行く講座が今回もあるわけでございますけれども、非常にそれ

について私は現在という街を言い伝えて非常にいい講座だというふうに思っておりま

す。先ほど小泉委員からございましたように、各公民館見学というのですか。それは非

常にいいことだと思います。 

私、実はこの 1 月に秋田の角館の方に行きました。角館公民館というのは、武家屋敷

を利用した公民館ということで非常に行った時に、外見からしかり、街の歴史を表現し

た形の中であって、有効活用されていて、こういうやり方もあるなと思いました。見学

が自由にできるような形で、なおかつ印西を伝えるような形のこれは一つの希望で具体

的にどういったものというのはないのですが、今後いろんな形で公民館業務に取り組ん

でいっていていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。委員活動のご意見というかご提案ですか。 

 

はい。例えば見学会ですとか、今言ったように有効活用ですね。うまく使っていただ

く、体験してもらう、広く知っていただく。ご意見も踏まえながら、新しいことについ

ていろいろ考えて、取り組んでいけたらなと考えております。ありがとうございます。 

 

質疑や意見等が無いようですので、「令和６年度公民館等事業計画（案）について」

は、承認ということでよろしいでしょうか。それでは、説明のとおり進めていくことを

承認するということでお願いします。 

以上を持ちまして、本日予定しておりました議事は全て終了しましたので、議長の任を

解かせていただきます。スムーズな議事進行にご協力をいただきまして、ありがとうご

ざいました。 

 

 委員長におかれましては、議事進行を賜りましてありがとうございました。それでは、

次第５「その他」でございますが、事務局から説明がございます。 

 

事務連絡的なこととなりますが、少々説明させていただきます。 

本日は、令和５年度最後の会議となりましたが、委員の任期は２年間で令和６年度も

ございますことから、今後の流れにについて、ご説明させていただきます。 

本日の資料は 1 月末までの内容となっております。今後、３月末までのデータをまと

めまして、毎年作成しております「あゆみ」を完成させ、委員の皆様に送付させていた

だきます。 

また、令和６年度の第 1 回会議は、１０月頃を予定しております。来年も貴重なご意
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進行 

見をいただければと考えておりますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

今年度、お疲れさまでした。ありがとうございました。 

以上です。 

 

説明が終わりました。何か質疑等はございますか。 

以上を持ちまして、令和５年度第３回印西市公民館運営審議会を閉会とさせていただ

きます。長時間にわたり、慎重審議を賜りありがとうございました。 

 

会議資料 

  ・会議次第 

  ・報告事項 令和５年度公民館等事業実施状況について 

  ・審議事項 令和６年度公民館等事業計画（案）について 

 

  令和５年度第３回印西市公民館運営審議会の会議録は、事実と相違ないことを承認する。 

 

   令和６年５月２８日 

             印 西 市 公 民 館 運 営 審 議 会 

 

 

 

             署名委員   長尾さおり     


